
待ちに待った５野党共闘

「３．６オール埼玉総行動」集

会は、１万１００人の参加者で鐘

塚公園内は人、人で埋め尽くされ

ました。「安保関連法廃止！」の

ステージ看板の前で次々とあいさ

つ、リレートーク、ゲストスピー

チと話があり、待ちに待った「５

野党共闘」への期待、連合埼玉と

埼労連の労働界の画期的な共闘、

「アベ政治を許さない」の思いの

安倍政権打倒をと熱くスピーチが

続きました。民主、共産、社民、

生活、の４党代表が登壇し（維新

はメッセージ参加）、共に「５野

党共闘」で選挙を共に戦うとアッ

ピールした時、本当に新しい画期

的な政治局面が開かれたと実感し

ました。

２月１９日の５野党党首会談で、

５野党共同の４つの取り組み方針

が確認され、展開されてきました。

この合意事項が、より一層幅広く

国民・市民の闘いと連帯して７月

の参議院選挙に向け、ワクワクす

る状況が作り出されてきました。

①安保法制の廃止と集団的自衛権

行使容認の閣議決定撤回を共通

の目標とする。

②安倍政権の打倒をめざす。

③国政選挙で現与党およびその補

完勢力を少数に追い込む。

④国会における対応や国政選挙な

どあらゆる場面でできる限りの

協力を行う。

熊本､宮城､山形で野党統一候補

野党が結束してたたかい、自公

とその補完勢力を少数に追い込む

ことが参院選の目標です。３２の

１人区のうち現在、熊本、宮城、

山形の３県で無所属の野党統一候

補が決まりました。野党統一候補

擁立の可能性を合意に基づいて追

求していると実感できますが、今

後、もっとスピーディーに数多く

の野党統一候補の擁立に向けて合

意を実現させ、与野党勢力の逆転

を可能にする条件を作りだして欲

しいものです。

埼玉選挙区は、伊藤岳候補！

１３の複数定数の選挙区では、

そのすべてで日本共産党公認候補

の必勝が目標です。わが埼玉では、

伊藤岳候補を何としてでも当選さ

せましょう。無党派や今まで選挙

に行かなかった人、新たに選挙権

を持つ１８歳～２０歳の有権者層

に「戦争法の危険性」や「立憲主

義、民主主義の大切さ」を訴えて

支持を広げましょう。

２０００万人署名を急いで！

浦和区は２８６０筆

市民・国民が「野党は共闘を」

と呼びかけ、５野党がそれに応え

てくれました。私たちは、５野党

共闘を見守りサポートする義務が

あります。そのための必要不可欠

なことが「戦争法廃止を求める全

国２０００万署名」を５月３日ま

でに達成させることです。今、各

地域やオール浦和区の会などで継

続して署名活動が行われ、現在ま

での到達は、２８６０筆（３／６

現在）となっています。浦和区の

目標は２万筆ですからまだ１割強

の達成です。「３．６オール埼玉

総行動アピール」にあるように、

２０００万人署名に全力をあげて

取り組むことが早急に大事な活動

です。

浦和区後援会ホームページ http://urawaku-kouenkai.jimdo.com/
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大
相
撲
初
場
所
に
お
い
て
日
本
出
身
力
士
の
大

関
琴
奨
菊
が
優
勝
し
た
。
ま
さ
に
快
挙
だ
。
１

０
年
も
日
本
出
身
の
力
士
は
賜
杯
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
い
た
。
ス
ポ
ー
ツ
で
も
大
相
撲
は
特
別
で
あ

る
。
江
戸
時
代
に
藩
の
お
抱
え
の
力
士
が
い
た
。

『
お
ら
の
郷
土
の
お
相
撲
さ
ん
』
の
感
が
強
く
、

応
援
も
物
凄
い
。
待
ち
に
待
っ
た
優
勝
に
千
秋

楽
は
日
本
中
が
沸
き
に
沸
い
た
。
メ
デ
ィ
ア
が

あ
ま
り
に
日
本
出
身
と
強
調
し
す
ぎ
だ
と
批
判

さ
れ
た
。
国
際
化
時
代
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は

如
何
か
と
の
批
判
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
気
分

爽
快
な
話
題
は
な
い
。
今
年
の
１
０
大
ニ
ュ
ー

ス
だ
。
翻
っ
て
こ
こ
１
０
数
年
は
モ
ン
ゴ
ル
を

は
じ
め
海
外
出
身
者
が
大
相
撲
を
支
え
て
き
た
。

ナ
ア
ナ
ア
気
分
を
払
拭
し
て
ガ
チ
ン
コ
勝
負
に

徹
し
、
相
撲
の
醍
醐
味
を
フ
ァ
ン
に
観
戦
提
供

し
て
呉
れ
た
の
は
外
国
出
身
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
の
証
と
し
て
八
百
長
事
件
を
克
服
し
て
満
員

御
礼
が
続
い
て
い
る
。
白
鳳
自
ら
が
審
判
を
す

る
子
供
相
撲
大
会
は
外
国
、
日
本
全
国
か
ら
一

千
人
も
の
子
供
達
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
、

白
鳳
杯
と
言
わ
れ
る
。
子
供
た
ち
に
好
か
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
を
目
指
し
て
、
相
撲
界
に
大
き
な
貢

献
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
好
角
家
、
大
多
数
の

フ
ァ
ン
が
認
め
る
と
こ
ろ
。
こ
の
遅
咲
き
優
勝

の
琴
奨
菊
は
５
度
の
カ
ド
番
を
乗
り
切
っ
た
。

引
き
続
い
て
琴
奨
菊
に
は
大
阪
場
所
に
好
成
績

を
残
し
、
１
８
年
ぶ
り
の
日
本
出
身
の
横
綱
を

実
現
し
て
欲
し
い
も
の
だ
。
加
え
て
、
お
ら
の

郷
土
の
大
関
・
稀
勢
の
里
の
活
躍
に
声
援
を
送

り
、
優
勝
を
願
っ
て
い
る
。
（
幹
）

◆春のつどい

３月１２日（土）１４時カルタスホール

伊藤岳参議院選挙候補の決意表明

梅村さえこ衆議院議員の応援演説

Ｎ郎さんの応援歌

藤田ゆい＆信路さんのフルートとピアノ

◆シンポジウム

３月２６日（土）１３時半 カルタスホール

「安保法制の廃止と立憲主義、民主主

義の回復を求めて」

◆後援会 駅頭宣伝 ７時～８時

１１日（金）北浦和駅東口

１６日（水）浦和駅西口

１８日（金）北浦和駅東口

２５日（金）北浦和駅東口

◆浦和区の会 署名・宣伝活動 １６時～１７時

１９日（土）浦和駅東口

＊
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＊
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臣
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ま
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言
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目
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っ
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と
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岸
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だ
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吉
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う
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わ
だ
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こ
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子
折
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金
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利
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も
悪
よ
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自
民
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っ
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金
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手
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け
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積
極
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平
和
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い
い
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積
極
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民
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俳
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春
の
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形
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降
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特
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送
り
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祖
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や
春
寒
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啓
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こ
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世
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を
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向

（
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太
）

うらわ宿文芸

領家囲碁教室
◆とき：３月２２日（火）１３時～１８時

◆ところ：パレット

◆参加者：経験者も初めての方も楽しめます

◆参加費：１０００円

（茶菓あり）

頭脳の活性化を図り、

ボケ防止に最高のゲーム

／おしゃべりをしながら

囲碁を楽しめる／囲碁を

楽しむために平和を求め

る／毎月１回開催

９条壊すな・戦争させない！

固 く手を取 り合 う 、民主 ・小宮

山 、共産 ・穀田 、小出実行委
員長、社民 ・福島 、生活 ・松崎 、

共産 ・梅村各氏 （左 ）３．６集
会にガ ッツ ポー ズで 参加の
奥田智子比例代表候補と伊

藤岳埼玉選挙区候補 （下 ）

５野党共闘で“アベ政治許さない”



編集部では、先月２月号にひき

つづき、Ｇ９サポーターズ＋Ｎｏ

Ｗａｒ（伊藤岳勝手連）代表の矢

野敏夫さんにインタビューをお願

いしました。２月１４日にはＧ９

サポート・スーション（伊藤岳勝

手連事務所）もオープンし、伊藤

岳候補、本田宏勝手連名誉会長も

参加され盛大に事務所開きを行わ

れたばかりです。お話を聞いてい

ると私達共産党後援会と共通する

点が多く、今後の参議院選の選挙

活動を行っていく上で学ぶことの

多い事を感じました。皆さんもぜ

ひ勝手連事務所に顔を出して交流

をしていただきたいと思います。

私たちは無党派の人、選挙に

行かなかった人に訴えたい！！

いつ頃から社会活動をされた

のでしょうか？

３．１１大震災をきっかけに何

かしなければと思い反原発の活動

を始めました。以前から広瀬隆さ

んの本を読んで関心は持っていま

したが、その通りになってしまし

ました。そういう人は多いと思い

ます。

勝手連では山本太郎さんの応

援のあと、宇都宮健児さんの応援

もやられたと聞きましたが、矢野

さんが勝手連になるときはどうい

う思いからなのですか？

いい候補者なのに力が足りない

と思うとじっとしていられないの

です。（笑）

まさに岳さんの今がそうなの

ですね。埼玉の参院選の状況をど

う見てますか？

率直に言って、このままでは埼

玉県での与野党の逆転は難しいと

思います。野党共闘は必須です。

埼玉でどういう協力ができるかが

大事な点です。もし野党間で何も

できないのであれば、岳さんの票

を無理やりに伸ばして当選させる

しか方法はありません。

勝手連としてはどういうとこ

ろに目標をおいているのですか？

自公の落選運動を行いたい。そ

して民主党や社民党に選挙協力を

働きかけることです。ただ、各政

党にはそれぞれ事情もあるでしょ

うから、それをあてにはしていま

せん。前回、岳さんは３５万票で

した。あと２５万をどこから獲得

してくるかを考えています。その

ために無党派の人やいままで政治

に感心がなく選挙に行ったことが

無い人に訴えていきたいと思って

います。私達の独自のやり方で働

きかけをしていきます。そのため

私たちのスタッフには共産党の方

を殆ど入れていません。

私たちには耳が痛いことです

が、あえて政党色を出したくない

ということですね。勝手連の皆さ

んには若い方が多いようですが、

どうやって広げているのですか？

宣伝活動、集会やデモでのアピー

ル、そしてネットですね。こんど

高校生中心のティーンズＳＯＵＬ

のデモにもいきます。デモに行っ

てまず若い人達と話します。

岳さんブランドを早く浸透さ
せることが必要です！！

共産党もこの間「国民連合政

府」の提案や、「戦争法廃止200

0万人署名」、選挙協力にむけて5

野党合意を行うなど積極的に運動

を進めていると思っていますが、

どうお感じになってますか？

はい。それ自身は大切で大変な

ことだと思っています。よくわか

ります。それができるというのは、

共産党の力だと思います。でもな

んだろうなあ、いつもどうして勝

てないのかなあ、と思うのです。

あと何かがたりないんですね。あ

えて言うと、市民の側から、岳さ

んへ、岳さんへと支持が流れるし

くみづくりでしょうか。

共産党の弱いところ、気になっ

ているところはどんなことでしょ

うか。率直にお願いします。

魅力的に見せる演出が弱いと思

いますね。前回東京で吉良さんが

当選した時、キラキラサポーター

スが活躍しました。吉良さんバス

が出たりしました。これは凄い、

と思いましたね。そういう魅力の

出し方です。

これから色んなことが起きると

思います。岳さんと似たようなこ

とを言う“にせ岳さん”が出るこ

とも考えられます。また見た目の

良い女性候補が出たり。そうなる

前に、どんな状況になっても、ゆ

るがないしっかりとした「岳さん

ブランド」を作って浸透させてお

くことが必要だと思っています。

共産党後援会の方には横のつ
ながりを期待します！！

最後に私たち共産党後援会へ

の要望やご意見をお願いします。

私たちの活動は、共産党や後援

会の皆さんの揺るがない活動があっ

てこそ発揮されるのだと思ってい

ます。全県に皆さんの活動拠点が

あることも知っています。ただ、

横のつながりがあまりいいように

は思えません。私たちの活動は点

の活動とネットの世界ですので、

実際、横のつながりが欲しいので

す。皆さんの組織力を生かして、

浦和区後援会ホームページ http://urawaku-kouenkai.jimdo.com/浦和区後援会ホームページ http://urawaku-kouenkai.jimdo.com/

私たちの活動も横に広げていって

いただければと期待しています。

あとは、政策を分かりやすく話

していただくことですね。政権交

代した時に、共産党は政権党にな

れるのか。国の防衛をどう考えて

いるのか。わかりやすく訴えて欲

しい。アベ首相は嫌いという人は

多いけれども国防は必要だと真面

目に考えている人がやむなく自民

党に入れてしまっている。こうい

う人にも支持を広げられるかが鍵

だと思います。

本日は私たちの発想ではなか

なか出てこないことをたくさんお

うかがいできて大変参考になりま

した。今後ともいろいろなところ

で連携していきたいと思います。

ありがとうございました。

尚、伊藤岳勝手連の活動は、ネッ

トで“伊藤岳勝手連”で検索して

いただければ、facebook、やtwit

terでご覧いただけます。あなたも

是非フォローして下さい。

“

被
災
地
と
埼
玉
を
つ
な
ぐ
会
”

は
こ
の
５
年
、
宮
城
県
の
気
仙

沼
市
、
岩
手
県
の
陸
前
高
田
市
、

福
島
な
ど
へ
の
支
援
を
し
て
き

ま
し
た
。
会
（
川
口
市
に
拠
点

を
置
い
て
い
ま
す
）
は
元
教
員

の
人
た
ち
が
中
心
に
な
り
支
援

回
数
は
５
０
回
を
超
え
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
、
ワ
ゴ

ン
車
な
ど
車
３
台
に
布
団
、
衣

類
、
電
化
製
品
、
日
用
品
、
食

器
、
本
な
ど
を
積
み
込
み
被
災

地
で
青
空
バ
ザ
ー
を
し
ま
す
。

心
身
と
も
に
病
ん
で
る
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
看
護
士
さ
ん
が
い
れ
ば
と
誘

い
が
あ
り
、
私
は
４
年
前

か
ら“

つ
な
ぐ
会
”
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
被
災
地
に

出
か
け
て
い
ま
す
。
バ
ザ
ー

会
場
や
仮
設
住
宅
で
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
や
健
康
相
談
な
ど
行
っ
て
い

ま
す
。

気
仙
沼
は
防
潮
堤
の
工
事
も

進
み
、
海
岸
の
景
色
は
変
わ
り

ま
し
た
。
陸
前
高
田
は
嵩
上
げ

工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
み
復
興

住
宅
も
建
ち
始
め
、
仮
設
住
宅

も
空
き
家
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

取
り
壊
す
仮
設
住
宅
も
あ
り
、

仮
設
住
宅
か
ら
仮
設
住
宅
へ
の

引
っ
越
し
も
あ
り
ま
す
。
自
己

負
担
は
重
く
、
復
興
住
宅
へ
の

引
っ
越
し
代
、
生
活
用
品
の
準

備
、
家
賃
の
支
払
い
な
ど
こ
れ

か
ら
の
生
活
も
大
変
で
す
。

「
仮
設
住
宅
で
の
生
活
は
み
ん

な
で
助
け
合
い
、
声
掛
け
合
っ

て
暮
ら
し
て
き
た
の
に
、
今
度

は
各
々
に
違
う
所
で
の
生
活
だ

か
ら
不
安
が
い
っ
ぱ
い
だ
よ
」
、

と
一
人
暮
ら
し
の
人
た
ち
の
声

を
聞
き
ま
す
。
岩
手
県
は
医
療

費
は
無
料
で
す
が
、
宮
城
県
は

有
料
で
、
市
民
の
声
を
受
け
て

各
市
町
村
負
担
で
無
料
に
な
っ

た
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

福
島
は
、
主
に
松
川
町
、
相

馬
市
、
南
相
馬
市
、
い
わ
き
市

な
ど
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
原

発
事
故
で
住
め
な
く
な
っ
た
飯

館
村
や
浪
江
町
、
楢
葉
町
、
南

相
馬
小
高
地
区
の
人
た
ち
の
住

む
仮
設
住
宅
を
訪
問
し
て
い
ま

す
。飯

館
村
で
牧
場
経
営
を
し
て

い
た
３
０
代
の
若
者
は
、
す
べ

て
失
い
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
の

壁
に
子
供
の
名
前
を
貼
り
出
し

て
い
ま
し
た
。
「
涙
出
て
・
・
・
」

と
声
を
詰
ま
ら
せ
ま
し
た
。
４

畳
半
２
間
で
ベ
ッ
ト
や
ポ
ー
タ

ブ
ル
ト
イ
レ
を
置
き
、
足
の
踏

み
場
の
な
い
部
屋
で
８
０
代
の

寝
た
き
り
の
母
親
を
介
護
し
て

い
る
男
性
は
「
仕
事
も
な
い
、

眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
お
か
し

く
な
り
そ
う
」
と
私
の
手
を
握
っ

て
話
し
続
け
る
。
小
高
地
区
の

７
０
代
の
ご
夫
婦
は
、
「
夫
が

胃
癌
で
手
術
し
た
ば
か
り
、
妻

は
甲
状
腺
癌
に
な
り
宮
城
県
の

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
月
３
〜

４
回
通
院
、
貸
し
切
り
タ
ク
シ
ー

を
使
う
。
１
回
３
万
円
、
息
子

は
原
発
労
働
者
で
体
が
心
配
。

医
療
費
は
無
料
だ
け
ど
タ
ク
シ
ー

代
は
か
か
る
」
。
そ
う
話
し
て

く
れ
た
ご
夫
婦
に
会
い
に
２
年

ぶ
り
に
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、

「
去
年
の
９
月
に
お
母
さ
ん
が
、

４
９
日
を
待
た
ず
お
父
さ
ん
も

亡
く
な
っ
た
」
と
聞
か
さ
れ

た
。
「
話
し
た
い
こ
と
い
っ

ぱ
い
あ
る
か
ら
ま
た
来
て
ね
。

こ
こ
で
は
死
に
た
く
な
い
。

家
に
帰
り
た
い
」
と
訴
え
て
い

た
お
母
さ
ん
の
顔
を
思
い
出
さ

れ
、
胸
が
痛
み
ま
す
。

こ
の
４
年
間
、
多
く
の
人
た

ち
と
知
り
合
い
に
な
り
、
ま
る

で
親
戚
の
よ
う
で
、
電
話
や
ハ

ガ
キ
、
手
紙
の
や
り
取
り
、
必

要
品
を
送
っ
た
り
と
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
３
．

１
１
を
忘
れ
ず
被
災
者
の
人
た

ち
の
声
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。
被
災
地
復
興
を
、

原
発
ゼ
ロ
へ
の
運
動
を
こ
れ
か

ら
も
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
（
瀬
ケ
崎
・
鳥
海
美
好
）

東
日
本
大
震
災
か
ら

５
年
が
経
ち
ま
す

勝手連代表
さん

に聞く 戦
争
法
廃
止
、
参

議
院
選
勝
利
へ
奮

闘
中木崎

後
援
会
で
は
、
昨

年
の
１
２
月
に
、
安
保
法

制
（
戦
争
法
）
廃
止
の
署

名
用
紙
を
１
月
に
回
収
に

伺
う
旨
の
手
紙
を
添
え
て
、

後
援
会
ニ
ュ
ー
ス
と
一
緒

に
全
後
援
会
ニ
ュ
ー
ス
読

者
（
１
６
０
軒
）
に
届
け

ま
し
た
。
１
月
か
ら
２
月

初
め
ま
で
８
回
の
行
動
で
、

ほ
ぼ
全
ニ
ュ
ー
ス
読
者
を

訪
問
し
、
１
０
３
筆
の
署

名
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
前
も
っ
て

家
族
や
知
人
の
署
名

を
集
め
て
待
っ
て
い

て
く
れ
た
方
も
あ
り
、

特
に
多
く
の
年
配
の

方
々
が
「
戦
争
は
２

度
と
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
」
と
快

く
署
名
し
て

く
れ
ま
し
た
。

ま
た
同
時
に

夏
の
参
議
院
選
挙
予
定
候

補
で
あ
る
伊
藤
岳
さ
ん
の

支
持
を
訴
え
、
多
く
の
方
々

の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

留
守
だ
っ
た
家
の
再
訪
問
、

店
頭
・
街
頭
で
の
署
名
活

動
、
全
戸
訪
問
な
ど
を
行

い
、
地
域
の
人
達
に
さ
ら

に
署
名
と
伊
藤
岳
さ
ん
の

支
持
を
訴
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
木
崎
後
援
会
と

し
て
つ
ど
い
や
歌
声
な
ど
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
計
画

し
、
後
援
会
ニ
ュ
ー
ス
読

者
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
木
崎
後
援
会

Ｔ
・
Ｋ
）

地域だより


